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台湾における環境過敏症の現状と今後の展望：
台湾建築医学学会と日本の室内環境学会の国際協力を目指して
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近年,台湾では,経済や情報産業の発展に伴い,人々の生活の質に対する意識は高まり続けており,環境と
心身の健康との密接な関係に注目が集まっている。その結果,室内外の環境汚染が引き起こす健康への影響
や,免疫系への影響に関する研究がより重要になり,活発な研究分野となっている。このように,学際的か
つ相互的な研究の必要性を認識し,健康維持と疾病予防の課題に直面していることから,台湾建築医学学会
(TSAM)は非営利団体として,環境医学,住宅健康診断,健康住宅,知能環境制御,不動産管理などの取り組
みを統合し,建築医学の教育,学術研究,応用を促進するために設立された。専門的なプラットフォームと
して,TSAMは学際的で革新的な研究を追求し,エビデンスに基づく高品質な環境構築モデルを確立し,生
活環境の健康と生活の質を向上させることを主な目的としてきた。TSAMの目標は,産学官民の優れた連携
を通じて,台湾だけでなく国際社会にも大きく貢献することである。その実現のため,日本の室内環境学会・
環境過敏症分科会とは,環境医学や建築医学の領域における研究開発の経験や専門知識を共有することで,
協力関係を構築していきたいと考えている。
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Inrecentyears,withthedevelopmentofTaiwan'seconomyandinformationindustry,people'sawarenessofthe
qualityoflifehasbeencontinuouslyincreasing,andmoreattentionhasbeenpaidtothecloserelationshipbetweenthe
environment,physicalandmentalhealth.Consequently,researchonthehealtheffectscausedbybothindoorandout-
doorenvironmentalpollutionandtheirimpactontheimmunesystemhasbecomemorecriticalandhasbeenanactive
areaofinvestigation.
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1．はじめに

現代人は,その生活時間の90%以上を室内で過ご

しており,室内環境が健康に及ぼす影響は大きい。

台湾でも,近年,経済や情報産業の発展に伴い,健

康に影響を及ぼす室内環境要因が多様化し,環境過

敏症(シックビルディング症候群・化学物質過敏症・

電磁過敏症など)患者が増えている。その結果,室

内外の環境要因と心身の健康との密接な関連に気づ

き,「環境・健康・疾病」に対して大きな関心を持つ

国民が増えており,心身の健康保全と生活の質

(QualityofLife,QOL)に関する意識が高まっている。

一方,研究者の間でも,室内外の環境汚染で引き

起こされる不快感や健康影響,ヒトの免疫システム

に及ぼす影響などの研究が重要視されるようにな

り,“建築医学”という新たな概念が提案されてきた。

建築医学とは,「建築」と「医学」という一見無関係

な2つの分野を統合して,健康的でQOLの高い室内

環境を追求し,人間にとってより良い住環境を作り

出すことを目指した科学である。すなわち,建築医

学とは,建築の環境要因が身体的,心理的,精神的

に人間の健康に与える影響を科学的に評価すること

に焦点を当て,建築と医学に関連する多くの分野を

統合し,より良い建築環境を提供するための体系的

な問題解決を図る学問である。したがって,過去50

年間,建築も医学も各々の分野で大きく発展したが,

健康維持や病気の予防と治療のために効果的な戦略

を開発するためには,建築と医学が未来志向で協力

し合うという新たな学術的試みであり,世界的にも

まだ少ない画期的な取り組みである。

2．台湾建築医学学会の設立の意義

上述した建築医学の概念の基づき,社団法人台湾

建築医学学会(TaiwanSocietyofArchitecturalMedi-

cine,以後,TSAMと略す)は,分野を横断する学術

プラットフォームとして,2018年5月9日に設立され

た。TSAMは建築医学,医学,環境医学,住宅健康

診断,健康住宅,インテリジェント環境管理,不動

産管理の応用,教育,学術,研究を促進し,生活環境

の健康とQOLを向上させる非営利の社団法人であ

る。医学,公衆衛生,環境科学,情報通信技術(人工

知能を含む）,自動制御,土木工学,建設,不動産な

どの幅広い専門分野の専門家が互いに協力し合う場

となっており,現在,会員数は個人会員65名および

団体会員3団体,すなわち,①港州營造股�有限公司

(建設株式会社), ②�鼎環境科技股�有限公司(環

境制御テクノロジー株式会社）,③新北市住宅及都

市更新中心(新北市政府の住宅及び都市再開発セン

ター)で構成されている。

初代会長の張智元(逢甲大学土木工学科教授)と名

誉会長の�嘯谷(ジョンズホプキンス大学医学部教

授/国家衛生研究院特別招聘研究者)が率いる理事会

(名誉理事2名,常務理事2名,理事6名）,監事会(常務

監事1名,監事2名と候補理監事4名)の下に,教育委

員会,生産研究委員会および事務局が設けられてい

る。現在,黄琳琳は事務局長として,国際協力を担

当している。

TSAMは臨床医や専門家との協力体制として,国

内の特別任命顧問1名(汪碧涵,生物科学博士/台灣東

海大學生態與環境研究中心教授）,6名の臨床医学顧

問(耳鼻咽喉科,泌尿器科,職業環境医学,小児アレ
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Recognizingtheneedformulti-disciplinaryandinteractiveresearchandfacingthechallengeinhealthmaintenance
anddiseaseprevention,TaiwansocietyofArchitecturalMedicine(TSAM),anon-profitorganization,hasbeenestab-
lishedtopromotetheeducation,academicresearchandapplicationofarchitecturalmedicine,integratingtheeffortsof
environmentalmedicine,residentialhealthdiagnosis,healthyhousing,intelligentenvironmentalcontrolandrealestate
management,etc.Asaprofessionalplatform,TSAMhasbeenpursuingmulti-disciplinary,innovativeresearchandes-
tablishingevidence-based,high-qualityenvironmentalconstructionmodels,withtheprimaryobjectivebeingto
improvethehealthofthelivingenvironmentandthequalityoflife.Ourgoalistomakesignificantcontributionsnot
onlyinTaiwanbutalsointheinternationalcommunitythroughexcellentcollaborationamongindustry,academia,gov-
ernmentandprivatesector.Tothisend,welookforwardtoestablishingacooperativerelationshipwiththe
EnvironmentalhypersensitivityBranchoftheJapaneseSocietyofIndoorEnvironmentthroughsharingexperienceand
expertiseinresearchanddevelopmentintherealmofenvironmentalmedicineandarchitecturalmedicine.
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ルギー,喘息およびリウマチ学,毒物学)と5名の専

門家(建築士,土木,情報,公衆衛生,会計士)を顧問

として招聘している。

また,TSAMは国際協力を推進するために,現在,

2名の国外の特別任命顧問(池田耕一,工学博士/

元 国立保健医療科学院建築衛生部部長/元 日本大

学教授・北條祥子,医学博士と歯学博士/尚絅学院

大学名誉教授/東北大学大学院歯学研究科研究員)を

招聘している。そして,2021年9月27日には,日本か

ら北條祥子教授を招待して,“Recentfindingandfu-

tureperspectiveonenvironmentalhypersensitivityfrom

anepidemiologicalperspective,focusingonadomestic

surveystudyonenvironmentalhypersensitivityusingthe

internationalcommonquestionnaire”と題して基調講

演をしていただいた。

TSAMはまだ設立3年ではあるが,国家衛生研究

院(日本の旧公衆衛生院に相当)と協力体制を取り,

環境保護署(EPA)の「室内空気の質と健康維持プロ

ジェクト」をはじめ,官民組織からの依頼研究は,す

でに15件を超えている。例えば,中央政府(国家開

発委員会),地方自治体(台北市政府など),病院(小港

病院など),民間企業(泛亞建設など),そして社会福

祉団体(エデン社会福祉基金など)からの依頼研究が

挙げられる。詳細は,TSAMのホームページ(http://w

ww.tsam.org.tw/)を見ていただきたい。

3．日本の室内環境学会との国際協力の推進

環境医学,建築工学,土木建築材料,インテリア,

情報技術,その他の専門的なプラットフォームとし

て,TSAMが,科学的根拠に基づいて革新的で高品

質の環境構築モデルを開発し,健康維持と病気の予

防と治療に積極的に取り組むことは,台湾のみなら

ず,国際的にも急ぐべきことである。これこそが,

TSAMの重要かつ自負すべき使命であろう。将来的

には,“人工知能環境制御技術”,“喘息患者にやさし

い環境診断モデル”,“革新的な工学改善技術”,“ア

レルギー患者に配慮した住宅”の計画と認証を行い,

これらを通してQOLと職場の室内外環境を改善す

ることを検討する予定である。また,一般市民を対

象とした健康住宅を提供する市場を拡大し,学際的

イノベーションと研究開発を継続しながら研究者と

一般市民の意見交換を促進することで,台湾国内に

限らず,国際社会において,卓越した産学官民の連

携研究を通じた貢献を目指している。この実現のた

めに,日本の室内環境学会との協力体制を構築した

いと考えている。

特に,環境過敏症研究では,TSAMと同様に幅広

い研究領域の研究者で構成されている日本の室内環

境学会の環境過敏症分科会(代表：北條祥子)および

日本臨床環境医学会の環境過敏症分科会(代表：北

條祥子)との連携を取りながら,問題解決法を模索

したいと考えている。TSAM事務局長の黄琳琳は,

TSAM招聘顧問の北條祥子教授と20年以上にわたり

国際共通調査票を用いた共同研究を実施しており,

2019年の室内環境学会・環境過敏症分科会設立時の

発起人の一人でもある。今後は,学会レベルの協力

体制を構築して,情報交換・情報共有・共同研究を

行いながら,種々の要因が複合的に絡んで発症する

と推定される環境過敏症の病態解明や発症予防法を

検討していきたい。
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